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実 施 設 計 図

令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）

グランドアンカー工 1式
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標準断面図

標準断面図

(道)
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配水管

As
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吹
付

VPφ100
配水管

VPφ50
送水管
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(市)
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ー
 5段

 L=12.00m @
3.00m

バ
ス
ク
工
 SL=17.89m

グランドアンカー詳細グランドアンカー詳細

・打設間隔
   水平間隔 L=3.0m
   縦間隔   L=3.0m
・施工段数  n=5段
・アンカー傾角  30°
・削孔径    φ=90mm

S = 1:100

法 面 部

法 枠 部

グランドアンカー詳細グランドアンカー詳細

・打設間隔
   水平間隔 L=2.0m
   縦間隔   L=2.0m
・施工段数  n=10段
・アンカー傾角  30°
・削孔径    φ=90mm

現
場
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令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）
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法枠部アンカー割付参考図
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法枠部アンカー一覧表

5

4

3

2

1

アンカー長
(m)

段数

7.50

5.50

6.50

7.00

7.00

3.0012.00

8.00

8.50

10.00

11.00

備　考
アンカー体長

(m)
自由長
(m)

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

3.00

№1+12№1+0.8

0+16.5

0+12.9

0+8.2

0+6BP

80113.00合計 83.00 30.00

モルタル吹付部アンカー割付参考図

№3+1.4№2+1.9

グランドアンカー割付参考図 

グランドアンカー割付参考図

モルタル吹付部アンカー一覧表

全 14 葉　第  9 号

※詳細測量の必要があるため積算用の参考図とする。

1箇所当りモルタル吹付部数量表

名　　　称 規　　格 算　定　式 単位 数　量

1箇所当り

15.00*8 120.01段目アンカー長 L=15.0m 8本削 孔 工 m

2段目アンカー長 L=14.0m 8本 14.00*8 m 112.0

3段目アンカー長 L=13.0m 8本 13.00*8 m 104.0

4段目アンカー長 L=11.5m 8本 11.50*8 m 92.0

5段目アンカー長 L=11.0m 8本 11.00*8 m 88.0

法枠部数量表-1

6段目アンカー長 L=10.5m 8本 10.50*8 m 84.0

7段目アンカー長 L=10.0m 8本 10.00*8 m 80.0

9段目アンカー長 L= 9.5m 8本  9.50*8 m 76.0

10段目アンカー長 L= 8.5m 8本  8.50*8 m 68.0

8段目アンカー長 L=10.0m 8本 10.00*8 m 80.0

小 計 m 904.01～10段目アンカー本数  80本

鋼材加工・組立・挿入工 基 8

基

基

基

基

基

基

基

基

基

基小 計

8

8

8

8

8

8

8

8

8

80

名　　　称 規　　格 算　定　式 単位 数　量

1箇所当り法枠部数量表-2

緊張・定着・頭部工 1段目

2段目

3段目

4段目

5段目

基

基

基

基

基

8

6段目

7段目

8段目

9段目

10段目

8

8

8

8

基 8

基 8

基 8

基 8

基 8

基 80小 計

アンカーパネル設置工 １段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

2段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

3段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

4段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

5段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

基 8

基

基

基

基

8

8

8

8

6段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

7段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

8段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

9段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

10段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

基

基

基

基

基 8

8

8

8

8

小 計 基 80

仮設工 機材設置撤去 回 2

1段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

2段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

3段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

4段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

5段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

6段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

7段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

8段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

9段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

10段目 PCより線(KTB・引張型SCアンカー)

※「土川線地質調査委託業務報告書4-20」にて基本試験を実施するのが望ましいと記載が
あるため、施工１本目で基本試験を行い、定着層の極限周面摩擦抵抗値の確認を行うこと。

令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）

実施設計図

不陸調整枠の設置箇所については事前に調査を行い、設置数を決定すること。
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グランドアンカー詳細図 (1/3)

グランドアンカー詳細図(1/3)

図   示

全 14 葉　第  10 号

アンダーキャップ S=1:4

（ＳＣ－Ｕ２）

グリース層 エポキシ塗膜

ＳＣアンボンド S=1:1
ク　サ　ビ

(12.7mm用)

S=1:2

19
t

カクドくん（上部） S=1:4

10°

カクドくん（下部）

10°

S=1:4

60

20

φ59

2020

13
.9

スペーサー パイロットキャップS=1:4 S=1:4

寸　法　表

2’f ck＝15 N/mm

f ck＝21 N/mm

f ck＝18 N/mm’

’ 2

2

コンクリートの

設計基準強度

16

16

16260

260

260

tA

押さえプレート
アンカープレート

S=1:4

S=1:4

アンカープレート

7.
6

382

結束バンド S=1:4 令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）

実施設計図
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河　川
名

工　事　名

いちき串木野市

いちき串木野

市道　土川線

羽島

グランドアンカー詳細図(2/3)

S=2:1

t=12 , SS400

t=9 , SS400

A-A'断面

中央部詳細図

仕様
　製品重量：94kg　（鋼製フレーム 77kg＋FRP製格子状パネル 17kg）
　表面処理：溶融亜鉛めっき ＋ ウレタン塗装

※□250×250 mmの支圧プレートを御使用下さい。

グランドアンカー詳細図 (2/3)

S=1:10

全 13　葉　第  11 号

アンカーパネル AP-1-180  S=1/10

アンカーパネル詳細図

アンカーパネル設置工 １段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

2段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

3段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

4段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

5段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

基 8

基

基

基

基

8

8

8

8

6段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

7段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

8段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

9段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

10段目 アンカーパネル材 0.98*0.98*0.172

基

基

基

基

基 8

8

8

8

8

合 計 基 80

モルタル吹付部数量表 1箇所当り

名　　　称 規　　格

法枠部数量表
算　定　式 単位 数　量

1箇所当り

ア ン カ ー 工 使 用 材 料 数 量 表 1本当り ア ン カ ー 工 使 用 材 料 数 量 表 1本当り

モルタル吹付部合計 80.49kg

法枠部合計 193.50kg

工場製品については参考図であり、使用に当たっては
設計図と同等品以上とし、事前に監督職員の承諾を得ること。

令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）

実施設計図

モルタル吹付部合計 53.56kg
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市道　土川線

羽島

グランドアンカー詳細図(3/3)

グランドアンカー詳細図 (3/3)

S=1:100

全 14 葉　第  12 号

S=1:100

(道)

VPφ50
送水管

VPφ100
配水管

As

モ
ル
タ
ル
吹
付

VPφ100
配水管

VPφ50
送水管

As

K

K

K

(市)

(市)

9484-1
(岩下 孝雄)
(山林)

FH=

GH=29.97

2+1.9

DL=30.00

安山岩・軟岩II

緩
み
域
（
推
定
）

緩
み
域
（
推
定
）

安山岩・軟岩I

安山岩・風化土（礫質土相当）

礫質土

1段
目

アン
カ
ー長

L=
11
.5m

2段
目

ア
ンカ

ー長
L=
10
.5m

3段
目

ア
ンカ

ー長
L=
9.
0m

バ
ス
ク
工
 SL=17.89m

グランドアンカー詳細グランドアンカー詳細

・打設間隔
   水平間隔 L=3.0m
   縦間隔   L=3.0m
・施工段数  n=3段
・アンカー傾角  30°
・削孔径    φ=90mm

法 面 部 削 孔 長

0.50 2.75 2.75 0.50

6.50

4.
74

3.
71

3.
05

4.
25

3.
63

2.
62

4.
00

2.7
7

2.
23

礫 質 土 削 孔 長 計 算 書

軟 岩 Ⅰ 削 孔 長 計 算 書

軟 岩 Ⅱ 削 孔 長 計 算 書

※削孔は無足場アンカー工法にて行う。

削孔長合計 L = 138.67 + 179.77 + 224.06= 542.5 m

グラウト量 V = 542.5 × 0.045 × 0.045 × π = 3.45 m3

グランドアンカー

アンカーパネル

バスク工法

令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）

グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー

3段
L=9.00m

@
3.00m

実施設計図
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名

工　事　名

いちき串木野市

いちき串木野

市道　土川線

羽島

仮 設 計 画 参 考 図 

S = 1:100

仮 設 計 画 参 考 図 

全 14 葉　第  13 号
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法 面 部

車道部(片側交互通行)

2.5m程度

車道部(片側交互通行)

バスク工法 施工イメージ

グランドアンカー工 施工イメージ

プラントヤード

大型土のう(1段積)

大型土のう(1段積)

令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）
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図面番号

縮尺

図面種類

工事箇所
市村
郡町

地内

路　線

河　川
名

工　事　名

いちき串木野市

いちき串木野

市道　土川線

羽島

施工計画参考図

全 14 葉　第  14 号

  測量・法面調査

苔や汚れ等の付着物の除去及びクラックの状況を確認するために

高圧洗浄(吐出圧力２５MPa以上 )を行う。

モルタル面に生じた巾0.6mm以上のクラックを巾10mm×深さ15mmの

U字型にデスクグラインダーで拡張する。

拡張後、接着剤(スーパーボンド)を塗布し、補修材(特殊樹脂モルタル)

を充填する。

孔径40mｍ、1箇所/2m2の千鳥配置で地山まで削孔する。

(必要に応じて作業を行う。)

モルタルの背面にグラウト材を無圧～低圧で注入する。

Uカット時の粉塵や背面注入によるオーバーフローしたセメントミルク等の

汚れを除去するために洗浄する。

表面処理材と既設法面との活着性を高めるために、下地処理材(スーパーボンド)

を吹付けする。

下地処理後、特殊樹脂モルタル(バスク)を吹付ける。

グラウト(セメントミルク )標準配合 1m3当り

バスク１バッチ材料配合 (バスク１梱包の数量(16kg/1箱)が1バッチ配合となる。)

表面処理(バスク吹付) 12kg 4kg 2L

クラック拡張部中詰工

バスク粉体 混和液 水

12kg 4kg 1L

AE 減 水 剤

ポ ゾ リ ス NO.8

P (C × 0.25%)

水

W (C+D) ×65%

984kg 49kg 2.5kg 671L配 合

セ メ ン ト

C

膨 張 性 混 和 剤

デ ン カ CSA#20

D (C × 5%)

法 面 洗 浄 工 B

( 高 圧 洗 浄 )

下 地 処 理 工

表 面 処 理 工

撤 去 ・ 清 掃

施 工 完 了

材 料

準 備 工

法 面 洗 浄 工 A

( 高 圧 洗 浄 )

ク ラ ッ ク 拡 張 工

ク ラ ッ ク 補 修 工

削 孔 工

( 背 面 注 入 用 )

注 入 工

( 背 面 注 入 )

施 工 計 画 参 考 図

(( ))

  アンカー確認試験、支持木の強度試験

生立木の種類、太さ密集度合い等を把握

場合によっては手動ウインチ等を使用する。

削孔位置へ移動

繰返し

本 体 セ ッ ト

各 部 点 検

ア ン カ ー 作 業 開 始

ワ イ ヤ ー 段 取 替 え

施 工 完 了

準 備 工

ワ イ ヤ ー ド ラ イ ブ

装 置 設 置

チ ル ホ ー ル 据 付

削 孔 機 仮 置 き

ワ イ ヤ ー 段 取 替 え

2.バ ス ク 工 法 3.無足場アンカー工法

1.準  備  工

4.後片づけ

計画された削孔径・削孔傾角で所定の削孔長まで削孔する。

削孔終了時に孔内を清水で周囲の地盤をみだすことがないように洗浄する。

一次注入はテンドンを挿入する以前に、削孔水との置換えとグラウト充填

を目的として行うことを原則とする。

グラウトと削孔水が完全に置換わるよう作業する。

テンドンの挿入は、一次注入後速やかに行い、かつ、計画と

合致するよう確認を行う。

テンドン挿入後は加圧注入を原則とする。

ドリルパイプ引抜き後、補充充填を行う。

緊張は、グラウトが所定の強度に達した後、品質保証試験により

変異特性を確認し、施工計画に示された定着時緊張力で定着する。

緊張及び定着されたアンカー頭部の、背面並びに頭部処理を行う。

削 孔

グ ラ ウ ト 注 入

テ ン ド ン 挿 入

加 圧 注 入

緊 張

定 着 お よ び

ア ン カ ー 頭 部 処 理

アンカー作業

令和5年度　土川線法面改修工事（2工区）

実施設計図


